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研究テーマ（発表タイトル） 

学生生活有効活用化 プロジェクト ～すべての学生が望む人生に～ 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たちは、「就活＝大学 3,4 年生」という風潮に疑問を持ちました。大学 1 年生から自己分析や企業研究、自分のやりたいこ

と、将来像などについて考えてもいいはずです。しかし、現在多くの学生が大学 3 年生から将来や就職について考え始め、1 年間

という短い期間でその後の人生の在り方を決めてしまいます。その結果、企業名や年収で就職先を決めてしまい、企業とのミスマッ

チを感じてしまいます。そのような学生には明確な夢がないため、企業の倒産やリストラなどで職を失った際に路頭に迷ってしまいま

す。 

大学 1 年生から、徐々に自分を知り、やりたいことを探し、将来を考えることで、充実した 4 年間を過ごし社会に飛び立つことがで

きるはずです。しかし、現在そのようなことを考える機会や場所があまりありません。私たちは、その機会を作るために研究を始めま

した。目標は、大学 1 年生から将来を見据えて勉強、遊び、様々な経験を通じて充実した 4 年間を過ごせる学生を増やしてい

くことです。そのために私たちはライフパートナーアプリを開発します。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

現在、多くの学生が大学３年生から自分の将来を考え始めます。就活というものが目前になり、そこで初めて自分の将来を考え

る学生がほとんどです。しかし、大学３年生から将来を考えるということは、１年で自分の残りの人生を決めてしまうことになります。

しかし、１年で「自分のやりたいこと」、「将来の夢」、「人生設計」を考えることは難しく、結果的に興味関⼼がないまま企業に就

職し、今まで自由だった環境から規律や制限のある組織に所属することとなり、思い描いた人生とのギャップを感じてしまいます。 

また、現在就活サイトやインターンを支援するサイトは大学 3 年生をターゲットとしているものが多く、大学 1 年生などでは使いにく

くいのが現状です。さらに、現在の企業の倒産件数推移は 30％を超え、平均企業寿命推移も 24 年となり、大手や老舗企業

でさえ倒産しています。その際、倒産やリストラの対象になってしまったとき路頭に迷う可能性があるため、入りたい企業を企業名や

年収で決めるのではなく、自分のやりたい仕事や将来像を長期的に考えることが、学生にとって必要不可欠な時代に変わりつつ

あります。 

３．研究テーマの課題 



現在、大学 3 年生になって初めて自分の人生を考える人が多く、企業とのミスマッチやイメージとのギャップを感じてしまう学生が多

数います。この課題の解決策は、人生において最も自由な期間である、大学生時に部活、勉強、イベントなど様々な経験を通し

て自分を見つめなおし、また社会について学び、自分の将来を大学 1 年生から長期に渡って考えることです。しかし、大学 1 年生

に対し、人生相談や企業選び、大学生活を充実させる方法などを教えてくれる機関がほとんどありません。高校生までは、担任の

先生や親などがアドバイスや機会を与えてくれましたが、大学では大学 3 年生にならないと就活支援センターや就活サイトなどは

あまり効果を発揮しないため、学生も大学 1 年生から動いたほうがよいと気づく機会が現状ありません。 

そのため、この「気づく機会」「自分を知る機会」「動き出す機会」の３つを提供してくれる場が必要だと考えます。さらに、将来への

道筋をイメージできる環境を作ることで、「何をやればいいかわからない」学生たちに将来について考えるきっかけを与えます。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

私たちは上記の課題を解決することともに、大学１年生から将来を考え、充実した大学生活を送れるようにサポートをするライフ

パートナーアプリ「BranchPoint」を開発します。具体的な案としては、まずアプリ内で自分を知るために「自己分析」をアンケート

形式で行い、自分の趣味や性格、興味のある仕事、相性の合う業種などを認識します。その後、BranchPoint が社会人データ

に基づき、自分に合った職業などから理想の大学生活を提案します。例えば、将来海外で働きたい人には、CA やバイヤー、ディ

ベロッパーなどの仕事情報や先輩の声、海外で働くために必要なスキルなどが表示され、職業について知ることができます。夢やや

りたいことがまだ見つかっていない学生は、イベントや気軽なインターンシップ情報などが表示され、やりたいことを探す手助けを行い

ます。さらに、着実に成長していくために「PDCA サイクル」を活用し、振り返りなども徹底していきます。このようにして、大学 1 年

生のうちから少しずつ将来について考え、いろいろな業界や職種を知り、PDCA サイクルを利用することで着実に成長でき、充実し

た 4 年間を過ごして今後の人生を充実させることがこのアプリの目標であり、ミッションです。 

ビジネスモデルは、バナー広告等の「広告収入」、企業会員費の「フリーミアム収入」、BranchPoint 主催のイベント企画による

「イベント収入」の 3 本柱でアプリを支えていきます。安定収入として「広告収入」、「フリーミアム収入」を活用し、単発収入として

「イベント収入」を活用したいと考えております。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

獨協大学を皮切りに、関東にある大学の中から 32 校 232 名の学生に行った調査に加え、関東の大学のオープンキャンパスに

参加していた高校生 256 名（新大学 1 年生）を対象にアンケートを行いました。 

また、社会人を対象に街頭アンケートや OBOG 訪問で、125 名の方からご意見を頂くことができました。 

実現可能性を高めるために、アプリ制作会社の方にプレゼンテーションを行ったところ、好意的なご感想と開発可能なアプリである

とのご回答もいただけました。 

６．結果や今後の取り組み 

今回の研究を通じて、改めて私たち自身も大学 4 年間をどう過ごすかについて考えさせられました。また、時間の使い方の重要性

を再確認することができました。私たちが 1 年生の時点で、既にこのアプリがあれば、もう少し充実した大学生活を送れたのではな

いかと強く思い、これから入学してくる後輩たちのためにも、実際に開発したいと考えております。 

今後の取り組みとしては、アプリを実際にリリースできるようさらにブラッシュアップを続け、実現したいと思っております。 

最後に、このアプリによって今の「将来設計は大学 3 年で焦ってするもの」という風潮を覆し、大学 1 年生から将来を見据えて勉

強、遊び、様々な経験を通じて、充実した 4 年間を過ごす学生を増やしていきたいです。 
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＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となります。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、

A4 サイズでプリントし、3 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、「参加メンバー」の変更があった場合、上記「インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項」に記入してください。なお、参加申込書提出時か

らのチーム名変更は「不可」とさせていただきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・日経 BP マーケティン

グ社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 


